
 

法政大学総長室付大学評価室 

tel:03-3264-9903 fax:03-3264-4077 

２０１２年１１月２９日 

 

第 2回法政卒業生大学評価アンケート調査結果報告 

 

１ 約８割の卒業生が「法政大学に満足」と回答 

２ 身につけることができた能力は，「コミュニケーション力」と「教養」 

３ 法政大学が今後さらに充実すべき点は，「専門性」と「英語力」 

４ ５割以上が「身近な大学進学希望者に法政大学を勧めたい」と回答 

 法政大学大学評価室では，2012年 7月～2012年 9月にかけて，教育研究の質向上に資するデータの収集

を目的に，2002年 3月・2009年 3月学部卒業生の皆様を対象にアンケート調査（郵送）を実施しました。 

[有効回答数：2002年卒 298件（回収率：8.2％） 2009年卒 394件（回収率：7.8%）] 

 

１ 法政大学および卒業学部に対する満足度 

 図 1.1 および図 1. 2 は，「現時点で，法政大学および卒業学部に対してどの程度満足したと感

じていますか」との質問に対する回答結果です。法政大学に対する満足度（「満足している」＋

「やや満足している」の割合。以下同様に表記）は 2002 年卒が 83.2%，2009 年卒が 79.5%でし

た。一方，卒業学部に対する満足度は，2002年卒が 62.4%，2009年卒が 74.3%でした。 

 

図 1.1 法政大学に対する満足度     

 

 

図 1. 2 卒業学部に対する満足度 
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 満足の理由では、「全国的な知名度」，「卒業生の多さ」，「自由な校風」などの記述が多くみら

れました。 

 

2 大学での授業や活動を通して身につけた能力 

 図 2. 1 および図 2.2 は，「大学での授業や活動を通して，以下の能力等を身につけることがで

きましたか」との質問に対する回答結果です。①専門性，②幅広い教養，③課題を発見し，解決

する能力，④コミュニケーション能力，⑤自分で判断する能力，⑥チームワーク力の 6項目につ

いて質問しました。 

肯定的回答（「そう思う」＋「いくらかそう思う」の割合）は，2002 年卒では，「教養」（62.1%）

が最も高く，「課題発見・解決力」（39.3%）が低くなっています。2009年卒では，「コミュニケ

ーション力」（67.8%）が最も高く，「専門性」（49.5%）が低くなっています。 

 

図 2.1 2002年卒 身につけることができたと感じる能力 (%) 

 

 

図 2.2 2009年卒 身につけることができたと感じる能力 (%) 
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3 法政大学の評価（イメージ） 

 図 3.1 は，「法政大学は社会からどのように評価されていると思いますか」の質問に対する回

答を集計した結果です。①社会的に高く評価されている，②教育研究水準は相対的に高い，③教

育研究を通して社会に貢献している，④国際交流事業は活発である，⑤環境への取組を通して社

会に貢献している，⑥卒業生は社会的に活躍している，の 6項目について質問しました。 

2002年・2009 年卒とも，「本学は社会的に高く評価されている」，「卒業生は社会的に活躍して

いる」で肯定的回答が 5割を超えています。 

 

図 3.1 法政大学のイメージ (%) 

 

 

4 本学が今後さらに充実すべき点 

 図 4.1 は「法政大学が，今後さらに充実すべき点は何だとお考えですか」の質問に対する回答

を集計した結果です（複数回答可）。専門性を高めるための教育（404件）が最も多く，英語力

を高めるための教育（390件），教養を高めるための教育（383件）と続いています。 

 

図 4.1 本学が今後さらに充実すべき点（2002卒と 2009卒の回答数） 
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5 法政大学を勧めたいと思うか 

 図 5.1 は，「もし身近に四年制大学への進学希望者がいる場合，法政大学を勧めたいと思いま

すか」の質問に対する回答を集計したものです。2002年卒，2009年卒ともに 5割を超える卒業

生が「勧めたい」と回答しています。 

 

図 5.1 法政大学を勧めたいか 

 

 

以 上 



 

法政卒業生大学評価アンケート（2012年実施）  

ご協力のお願い 

 2012年 7月  法政大学 

 

 法政大学では，このたび卒業生の皆様を対象にアンケート調査を行うことになりました。これは卒業生の皆様

の本学に対する意識をお聞きし，その内容を教育力の向上に反映させるためのものです。是非，回答の程ご協力

をお願いいたします。なお，回答は統計的に処理され，個人が特定できる形で利用されることはありません。 

回答方法：同封の返信用封筒（切手不要）にて投函ください。 

アンケート受付期間：2012年 9月 30日まで 

 

このアンケートにご回答いただく方に関してお伺いいたします。 

F1 卒業学部・学科              学部          学科 

該当する番号を○で囲んでください。 

F2 入学経路   1.一般入試  2．センター入試  3.推薦入試  4.付属校  5．その他 

F3 年齢     満      歳 

F4 性別     1.男  2.女 

F5 大学卒業後の進路 1.就職  2.大学院進学  3.その他  

F6 現在の職業 1.会社員  2.公務員  3.自営業  4.パート・アルバイト  5.その他 

 

Ⅰ．現時点で，法政大学および卒業学部に対してどの程度満足したと感じていますか。 

 
項 目 

満足してい

る 

やや満足し

ている 

どちらとも

いえない 

あまり満足

していない 

満足してい

ない 
わからない 

a 

法政大学 5 4 3 2 1 N 

上記の理由  

b 

卒業学部 5 4 3 2 1 N 

上記の理由  

 

Ⅱ．大学での授業や活動を通して，以下の能力を身につけることができましたか。 

 
項 目 そう思う 

いくらかそ

う思う 

どちらとも

いえない 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 
わからない 

a 専門性を身につけることができた。 5 4 3 2 1 N 

b 
幅広い教養を身につけることがで

きた。 
5 4 3 2 1 N 

c 
課題を発見し，解決する能力を身に

つけることができた。 
5 4 3 2 1 N 

d 
コミュニケーション能力を身につ

けることができた。 
5 4 3 2 1 N 

e 
自分で判断する能力を身につける

ことができた。 
5 4 3 2 1 N 

f 
チームワーク力を身につけること

ができた。 
5 4 3 2 1 N 

（裏面につづく） 



 

 

Ⅲ．法政大学は社会からどのように評価されていると思いますか。 

 
項 目 そう思う 

いくらかそ

う思う 

どちらとも

いえない 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 
わからない 

a 社会的に高く評価されている。 5 4 3 2 1 N 

b 教育研究水準は相対的に高い 5 4 3 2 1 N 

c 
教育研究を通して社会に貢献して

いる。 
5 4 3 2 1 N 

d 国際交流事業は活発である。 5 4 3 2 1 N 

e 
環境への取組を通して社会に貢献

している。 
5 4 3 2 1 N 

f 卒業生は社会的に活躍している。 5 4 3 2 1 N 

 

Ⅳ．法政大学が，今後さらに充実すべき点は何だとお考えですか。該当するもの全てを選んで，空欄に○をしてくだ

さい。 

１ 学生の教養を高めるための教育  

２ 学生の英語力を高めるための教育  

３ 学生のコンピュータ能力を高めるための教育  

４ 学生の専門性を高めるための教育  

５ キャリア教育（職業観の育成）  

６ 就職支援  

７ 学生生活に対する支援（奨学金・サークル活動など）  

８ 施設・設備  

９ 国際交流活動  

10 教員の研究活動  

11 大学スポーツ活動  

12 広報活動  

13 公開講座等の生涯学習教育  

14 その他（具体的に            ）  

 

Ⅴ．もし皆様の身近に四年制大学への進学希望者がいる場合，法政大学を勧めたいと思いますか？該当する番号に○

をつけ，よろしければその理由をご記入ください。 

１．勧めたい  ２．勧めたくない  ３．わからない  

（理由                                                ） 

 

最後に，本学に対するご意見（学生時代に特に印象に残ったこと等）がありましたら記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

お問い合わせ先：法政大学総長室付大学評価室 03-3264-9903 


